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柿本スヤさんに名誉長寿賞
　2月 17 日、町長室において、この日満 100 歳を迎えられた柿本スヤ
さん（立神）に、「氷川町名誉長寿賞」の賞状と記念品が藤本町長から
贈呈され、息子の柿本節雄さんが代理で受領されました。
　スヤさんは、元号が明治から大正へと変わった 1912 年生まれ。
　戦後、女手一つで 5人の子どもを育て上げ、玄孫を含め 40人のご家
族に恵まれました。

柿本節雄さん▶

八代の畳　海を越える
　2月 28日、氷川町や八代市、ＪＡ八代など、い業関連団体で構成する熊本県いぐさ・畳表活性化連絡協議
会がアラブ首長国連邦の首都アブダビにある日本人学校へ 47枚の畳を寄贈しました。
　これは、現地の日本人学校に赴任経験がある、現宇城市立小川中学校の森田教諭から「海外での生活は文化・
習慣の違いで靴をぬいでリラックスする場所がなかった。」との情報から同協議会が発送の準備を進めていた
ものです。
　出発式には、同協議会の会長でもあるＪＡ八代加耒組合長のあいさつの後、藤本町長、森田教諭のあいさ
つに続き、寄贈する畳の積み込みを行いました。
　なお、現地に畳が到着するのは約 40日後の予定で、現地の日本人学校の新校舎移転に合わせて幼稚園児の
遊戯室に使用されます。
　これを機に世界へ畳の良さとすばらしさを情報発信し、現地滞在の日本人の皆さんに心も体もリラックス
していただくことを期待します。

八代海をきれいに
　3月 4日、網道船着き場周辺において、八代海の清掃活
動（「八代海北部沿岸郡市」地域連携創造会議主催）が行
われ、竜北漁協組合員ら 50人が参加しました。
　この日は、約 2時間の作業でペットボトルや空き缶・空
き瓶、ガラスなど可燃ごみ 230 キロ、不燃ごみ 130 キロ
が収集されました。
　昨年に続いての実施となりましたが、収集量も変わらず、
大型ごみや産業廃棄物の不法投棄も見られ、モラルについ
て考えさせられる結果となりました。 ▲わずかな時間で大量のごみが

▲あいさつを行う森田教諭

立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

詳しいお問い合わせ・お申し込み先　立神峡公園管理棟　☎62－1543

▲楽しいツリーハウスができたよ ▲どうやって作るのかなぁ？

▲みんなで迎えた「ありがとうの会」

活動報告 森のようちえん”りとろ”だより  ～氷川町のびのび子育て親育ち事業～森のようちえん”りとろ”だより  ～氷川町のびのび子育て親育ち事業～

里山自然塾  ～熊本県自然体験学習事業～里山自然塾  ～熊本県自然体験学習事業～

　「森のようちえん」の 2 月の活動では、春の訪れを感
じる梅の花を眺めたり、クヌギ林で日向ぼっこを楽しん
だりと、五感をたっぷり使うお散歩を行いました。そし
て 3 月 11 日に「ありがとうの会」を行い、1 年間の活
動を締めくくりました。
　みんなを引っ張る年長の子供たち、その姿を見て真似
をする小さな子供たち。お散歩・野遊びを通じて、自然
やほかの子どもたちと触れ合い、それぞれがのびのびと
成長したように感じられました。
　スタッフ一同、そんな子どもたちの成長を保護者の皆
さんとともに見守ることができ、かけがえのない思い出
をいただきました。

　1 年を通して行なってきた里
山自然塾。里山で遊び、里山で
学んだ子どもたちが 2 月 26 日
に卒業しました。
　野良仕事と自主的な野遊びを
テーマに始めた里山自然塾では、
季節の野菜作りや稲作を行い、
夏には氷川で川遊びも行いまし
た。最後にはツリーハウスを作
り、揺れるツリーハウスで元気
に遊ぶ子どもたちの姿がありま
した。

参参 者者加加 募募集集

■水生生物観察会
カワラゲ類やヒラタカゲロウ類が見つかるかな？
主　催：八代自然観察会
共　催：立神峡公園管理組合
日　時：4月29日(日)　9時～12時
場　所：立神峡公園キャンプ場下川原ほか
受　付：立神峡公園管理棟
参加費：無　料
準備物：着替え・タオル・帽子・長靴・飲み物
※水際での調査ですので、ぬれてもいい服装で 
　おいでください。
※氷川の水量により中止することがあります。

■たけのこ掘り
日　時：4月15日（日）10時～14時
　　　　先着20人（事前申込必要）
場　所：立神峡公園内 竹林
参加費：大人 1,000円／人
　　　　小学生以上 500円／人
　　　　幼児 100円／人
　　　（保険料、昼食代、道具代）
※竹林に入りますので、必ず長袖・
　長ズボン・運動靴を着用して
　ください。

▲寄贈された八代産畳


